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第 1．「市民意識調査の実施概要」

１ 市民意識調査の目的
本調査は、恵庭市が直面する様々な分野の行政課題に対する市民意識の把握を目的に、ア
ンケートを実施するものである。アンケートの結果を整理し、今後の政策立案の参考とする
ことで、市民意見を反映した協働によるまちづくりに結びつける。 

２ 市民意識調査（アンケート調査）の内容
（1）アンケートの内容 
市民意識調査は平成 21年度から継続的に行っており、直近では令和 4年 1 月に令和 3年
度調査を実施した。過去の調査では総合計画の成果指標に関わる事項を中心に聞き取りを
行っていたが、時代の変化とともに市では様々な分野の行政課題に直面しており、庁内から
個々の施策に関して市民意見を聞きたいとの要望があった事から、今回調査では新たに総
合計画等の項目から一歩踏み込んだ具体的な施策に関する内容を中心に設問項目を設定し
た。 

アンケート調査票の構成 
設 問 構 成 

1）回答者の属性について 
2）ごみ袋について 
3）環境について 
4）住まいについて 
5）恵庭市公式アプリ「えにわっか」について 
6）住宅防火について 

（2）アンケートの方法 
 アンケートの方法は、恵庭市に在住する 16 歳以上 80 歳未満の市民から、対象者の居住
地に偏りがない様に配慮をした上で無作為に 2,000 人を抽出し、郵送により調査票を配布
した。回答は、調査票（紙面）への記入・返送による方法と、web（パソコン・スマートフ
ォン）での方法から選択できる仕様とした。 

（3）アンケートの回収期間 
 アンケート書類は令和5年 1月26日に発送し、回答の締め切りは同年2月 10日とした。
しかし、期日を過ぎても複数の回答があった為、できるだけ多くの意見を反映することを優
先し、同年 2月 24日までの回収分を有効回答とした。 
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（4）アンケートの回収結果 
アンケートの回収結果は発送件数 2,000 件のうち有効回収数が 842 票であった。回収
率は 42.1％となっており、前々回の令和元年度調査の 39.3%と比べると上昇しているも
のの、前回の令和 3 年度調査の 47.7%と比べると、回収期間が短い為か低い回収率とな
った。そのうち web による回答は 203 票で、有効回収数に占める割合は 24.1％であり、
前回の令和 3年度調査の 253 票、26.5％に比べ 2.4 ポイント低下した。 

アンケート調査の回収率 
年度 有効回収数 回収率（％） 

今回調査 令和 4年度 
842 票 

（調査票：639 票、web：203 票）
42.1 

（調査票：75.9、web：24.1） 

（参考） 
過去の 
調査 

令和 3 年度 954 票 
（調査票：701 票、web：253 票）

47.7 
（調査票：73.5、web：26.5） 

令和元年度 786 票 
（調査票：703 票、web：83票）

39.3 
（調査票：89.4、web：10.6） 

平成 30 年度 1049 票 52.5 
平成 26 年度 887 票 44.5 
平成 25 年度 936 票 47.0 

（5）アンケートの集計方法 
アンケートの集計方法については、有効・無効となる回答等に以下の基準を設定した。 
・ アンケートの集計数値（％）は、表章単位未満を四捨五入しているため、内訳
を足し上げても必ずしも合計とは一致しないこともある。 

・ 無回答は除外して集計し、各設問に対する回答数（母数 n）を記載する。 
・ 単一回答では、2つ以上選択、または選択がない場合は「無回答」として扱う。 
・ 複数回答では、3つまでの回答制限がある設問で４つ以上回答がある場合は「す
べて回答」、選択がない場合は「無回答」として扱う。 

・ 複数回答において、矛盾のある選択肢を同時に選択している回答は「無回答」
として扱う。 

・ 前問の回答により、回答の必要がない設問を回答している場合は「無回答」と
して扱う。 

（6）アンケート調査票 
調査票はA4 用紙９ページ（頭紙は除く）の資料として配布し、回答者の属性に関する
設問を含めて全 36 問からなる内容とした。 
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第 2．「調査結果の分析」 

１）回答者の属性について

（1）性別（一つだけ選択） 
・ 回答者の性別は、「男性」が 43.3％、「女性」が 56.7％であった。 
・ 「女性」の回答者が、「男性」よりも 13.4 ポイント多かった。 

（2）年齢（一つだけ選択） 
・ 回答者の年齢は、「60 歳代」が 23.9％で最も多く、次いで「70 歳代以上」が 22.3％で
あった。 

・ 「10 歳代」は 2.0％、「20 歳代」は 6.7％と低い。 
１０歳代
2.0% ２０歳代

6.7%

３０歳代
11.4%

４０歳代
16.5%

５０歳代
17.2%

６０歳代
23.9%

７０歳代以上
22.3%

n=837
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（3）恵庭市での居住年数（一つだけ選択） 
・ 回答者の恵庭市での居住年数は、「30 年以上」が 45.2％で最も多く、「20 年以上～30 年
未満」が 19.1％、「10 年以上～20 年未満」が 16.5％と続いた。 

・ 居住年数が長い人ほど回答が多い結果となった。 

（4）居住地域（一つだけ選択） 
 ・ 回答者の居住地域は、「恵み野小・恵み野旭小学校区」が 21.9％で最も多く、次いで「恵 
庭小学校区」が 19.7％、「和光小学校区」が 17.4％であった。 

５年未満
10.7%

５年以上～
１０年未満
8.5%

１０年以上～
２０年未満
16.5%

２０年以上～
３０年未満
19.1%

３０年以上
45.2%

n=828

恵庭小学校区
19.7%

和光小学校区
17.4%

柏小学校区
12.6%

若草小学校区
16.4%

恵み野
小・恵み
野旭小学
校区
21.9%

島松小学
校区
11.1%

松恵小学校区
1.0%

n=828
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２）ごみ袋について

問1 恵庭市有料指定ごみ袋の色（一つだけ選択） 
・ごみ袋の色については、「現在の色のままがよい」が 45.1％で最も多く、次いで「特にな
にも感じない」が38.2％であった。 

＜年齢別の回答＞ 
・「もう少し色が濃い方がよい」と答えた割合が多かったのは「50歳代」だった。 

現在の色のまま
がよい
45.1%

もう少し色が薄い方がよい
1.2%

もう少し色
が濃い方が
よい
15.5%

特に何も感じない
38.2%

n=830

１０歳代 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代
７０歳代
以上

未記入 総計

現在の色のままがよい 4 18 27 57 50 99 118 1 374
もう少し色が薄い方がよい 1 0 2 2 1 1 3 0 10
もう少し色が濃い方がよい 2 8 16 17 37 26 22 1 129
特に何も感じない 10 29 50 61 55 70 40 2 317
未記入 0 1 0 1 1 4 4 1 12
総計 17 56 95 138 144 200 187 5 842
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問2 恵庭市有料指定ごみ袋の枚数変更（一つだけ選択） 
・ごみ袋の枚数変更については、「現在（1袋５枚入り）のままがよい」が 33.3％で最も多
く、次いで「利用枚数が多い燃やせるごみ用袋と生ごみ用袋は１袋 10枚入りがよい（燃
やせないごみ用袋は５枚入りのまま）」が 22.6％であった。 

＜その他の主な内容＞ 
・「5枚入りと 10 枚入りと 2種類あって良い」、「どちらでも良いが、ゴミ袋の 
価格が高い」など。 

現在（1袋５枚入り）の
ままがよい
33.3%

コンビニやスーパー、ドラッグストア
等で１枚ごとでの購入が可能となるな

ら、１袋１０枚入りでよい
13.2%

利用枚数が多い燃やせるごみ用袋と生ごみ
用袋は１袋１０枚入りがよい（燃やせない

ごみ用袋は５枚入りのまま）
22.6%

利用枚数が少ない燃やせるごみ用袋
と燃やせないごみ用袋の４０リット
ルは５枚入りのままで、それ以外の
袋はすべて１０枚入りがよい

11.1%

どちらでもよい
15.8%

その他
4.0%

n=831
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＜年齢別の回答＞ 
・高年齢になるほど、「現在（1袋５枚入り）のままがよい」と答えた割合が多かった。 

１０歳代 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代
７０歳代
以上

未記入 総計

現在（1袋５枚入り）のままがよい 3 16 18 39 46 72 82 1 277

コンビニやスーパー、ドラッグストア等で１枚
ごとでの購入が可能となるなら、１袋１０枚入
りでよい

2 10 16 26 18 27 11 0 110

利用枚数が多い燃やせるごみ用袋と生ごみ用袋
は１袋１０枚入りがよい（燃やせないごみ用袋
は５枚入りのまま）

6 9 21 27 32 50 42 1 188

利用枚数が少ない燃やせるごみ用袋と燃やせな
いごみ用袋の４０リットルは５枚入りのまま
で、それ以外の袋はすべて１０枚入りがよい

0 5 13 12 17 18 26 1 92

どちらでもよい 5 14 23 23 25 20 20 1 131

その他 1 1 4 10 5 8 4 0 33

未記入 0 1 0 1 1 5 2 1 11

総計 17 56 95 138 144 200 187 5 842
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３）環境について

問3 市や事業者が提供する環境に関する情報（一つだけ選択） 
・ 市や事業者が提供する環境に対する情報の質・量・分かりやすさについては、「普通（不
足しているわけではないが、十分とも言えない）」が 59.2％で最も多く、次いで「やや満
足している」が 15.0％であった。 

＜年齢別の回答＞ 
・「満足している」「やや満足している」と答えた割合が多かったのは「10歳代」で、不足
を感じている回答はなかった。 

満足している
13.0%

やや満足して
いる
15.0%

普通（不足しているわけ
ではないが、十分とも言

えない）
59.2%

やや不足
がある
6.4%

不足がある
6.4%

n=825

１０歳代 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代
７０歳代
以上

未記入 総計

満足している 3 9 17 14 13 21 29 1 107

やや満足している 4 5 12 17 26 25 35 0 124

普通（不足しているわけではないが、
十分とも言えない）

10 34 55 85 81 123 98 2 488

やや不足がある 0 3 4 8 13 15 10 0 53

不足がある 0 3 7 12 10 11 9 1 53

未記入 0 2 0 2 1 5 6 1 17

総計 17 56 95 138 144 200 187 5 842
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（問 3で「やや不足がある」もしくは「不足がある」と回答した方） 
問 4 市や事業者が提供する環境に対する情報で不足している点について（複数選択） 
・ 不足している点は、「環境に関する情報の分かりやすさ」が 71と最も多く、次いで「環
境に関する情報の量」が 39であった。 

＜その他の主な内容＞ 
・「何をしているか何も知らない」、「情報発信量・方法」など。 

問 5 居住する住宅の種類（一つだけ選択） 
・ 居住する住宅の種類については、「持ち家（自身及び同居の親族が所有する住宅）」が
76.2％で最も多く、次いで「民間の借家（一戸建て・マンション・アパート）」が 18.9%
であった。 

＜その他の主な内容＞ 
・「持ち家でも借家でもない一軒家」 

39 

31 

71 

17 

環境に関する情報の量

環境に関する情報の質

環境に関する情報の分かりやすさ

その他

0 20 40 60 80

n=830

持ち家（自身及び同居の親族が
所有する住宅）

76.2%

民間の借家（一戸建て・マンション・
アパート）
18.9%

公営住宅（市営住宅・道営住宅）
2.2%

同居以外の親族が所有する住宅
0.8%

社宅、社員寮または勤務先が
借り上げている住宅

1.8%
学生寮
0.0%

その他
0.1%

n=837
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（問 5で「持ち家（自身及び同居の親族が所有する住宅）」と回答した方） 
問 6 居住する住宅のZEH基準（一つだけ選択） 
・ 居住する住宅が ZEH の基準を満たしているかについては、「ZEH 基準に満たない住宅
である」が 56.0％で最も多く、次いで「わからない」が 35.3%であった。 

問 7 COOL CHOICEの認知度（一つだけ選択） 
・COOL CHOICEを知っているかについては、「知らない」が 67.3%、「知っている」 
は 32.7％であった。 

新築・建て替え時に（リフォームは除く）
ZEH基準を満たしている

6.6%
ZEH基準を満たすよう
リフォームを行った

2.1%

ZEH基準に満たない
住宅である
56.0%

わからない
35.3%

n=634

知っている
32.7%

知らない
67.3%

n=835

〇ZEH（ゼッチ）とは 
Net Zero Energy House の略称
で、建物の断熱性能等の向上と高
効率設備の導入により室内環境の
質を維持しつつ、大幅な省エネル
ギーを実現した上で、太陽光発電
などの再生可能エネルギーを導入
することで、年間の一次エネルギ
ー消費の収支をゼロにする住宅の
ことです。 

〇COOL CHOICE とは 
令和 12（2030）年度の温室効果
ガスの排出量を、平成 25（2013）
年度比で 26％削減する目標の達成
のために、省エネ・低炭素型の製
品・サービス・行動などに対して、
温暖化対策に資するあらゆる「賢い
選択」（＝クールチョイス）を促す
国民運動のことです。
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＜年齢別の回答＞ 
・「知らない」と答えた割合が多かったのは「20 歳代」「30 歳代」「40歳代」だった。 

問 8 普段の省エネ行動（一つだけ選択） 
・普段から省エネ行動を実施しているかについては、「行っている」が 91.4%で「行ってい 
ない」の 8.6％を上回った。 

１０歳代 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代
７０歳代
以上

未記入 総計

知っている 6 14 24 36 48 67 77 1 273
知らない 11 42 71 102 95 131 107 3 562
未記入 0 0 0 0 1 2 3 1 7
総計 17 56 95 138 144 200 187 5 842

行っている
91.4%

行っていない
8.6%

n=836

〇省エネ行動の例 

買い物でエコバックを使う、

必要のない照明や家電の電源

をこまめにオフにする、冷暖

房の温度や使用時間を節約す

る、エコドライブ（燃費が良

くなる車の運転）、公共交通

機関を極力利用するなど。 
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4）住まいについて

問9 住み心地について（一つだけ選択） 
・恵庭市の住み心地については、「どちらかといえば住みやすい」が 52.0％で最も多く、次
いで「住みやすい」が 40.0%であった。 

問 10 「恵庭市」の永住意向（一つだけ選択） 
・恵庭市への永住については、「どちらかといえば住み続けたい」が 50.3％で最も多く、次
いで「ずっと住み続けたい」が 38.7%であった。 

住みやすい
40.0%

どちらかといえ
ば住みやすい
52.0%

どちらかといえば
住みにくい
5.8%

住みにくい
2.1%

n=838

ずっと住み続
けたい
38.7%

どちらかといえ
ば住み続けたい

50.3%

どちらかといえば市
外へ引っ越したい

10.1%

すぐにでも市外
へ引っ越したい

0.8%

n=839
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（問 10で「ずっと住み続けたい」・「どちらかといえば住み続けたい」と回答した方） 
問 11 「恵庭市」に住み続けたい理由（三つまで選択） 
・恵庭市に住み続けたい理由については、「大都市や空港に近いから」が 431 と最も多く、
次いで「持ち家があるから（実家がそばにあるから）」が 367 であった。 

＜その他の主な内容＞ 
・「降雪量が少ない」、「災害などが少ない」など。 

224 

216 

431 

79 

260 

9 

99 

20 

53 

10 

18 

4 

32 

77 

367 

32 

地域に愛着を感じるから

買い物が便利であるから

大都市や空港に近いから

市内公共交通機関の便が良いから

花や緑が多く自然環境に恵まれているから

消防・防災・防犯体制がしっかりしているから

通勤・通学先が近いから

スポーツ施設や文化施設などの公共施設が整っているから

保健・医療・福祉サービスが整っているから

雇用環境が良く、働く機会に恵まれているから

娯楽・スポーツ・学習など余暇を楽しむ機会に恵まれているから

教育環境が整っているから

子育てをしやすい環境が整っているから

地域の近所づきあいなど人間関係が良いから

持ち家があるから（実家がそばにあるから）

その他

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

n=830
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（問 12～問 18 は、問 5で「持ち家（自身及び同居の親族が所有する住宅）」と回答した方） 
問 12 現在の住宅の建築年（記入回答） 
・現在の住宅の建築年については、「平成 2 年～平成 11 年」が 24.6％で最も多く、次いで
「平成 12 年～平成 21年」が 19.3%であった。旧耐震基準（昭和 56年以前）の「昭和 55
年以前」は 14.7％であった。 

問 13 現在の住宅の敷地面積（記入回答） 
・現在の住宅の敷地面積については、「75坪～99 坪」が 34.9％で最も多く、次いで「50 坪
～74 坪」が 34.7%であった。 

昭和55年以前
14.7%

昭和56年～平成元年
17.9%

平成2年～平成11年
24.6%

平成12年～平成21年
19.3%

平成22年～令和元年
17.7%

令和2年以降
5.7%

n=524

～49坪
14.9%

50坪～74坪
34.7%

75坪～99坪
34.9%

100坪～
15.4%

n=455
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問14 現在の住宅への満足（一つだけ選択） 
・現在の住宅に満足しているかについては、「やや満足」が 55.7％で最も多く、次いで「大
変満足」が 21.3%であった。 

問 15 現在の住宅での住み続ける意向（一つだけ選択） 
・現在の住宅に住み続けたいかについては、「現在の住宅に住み続けたい」が 58.3％で最も
多く、次いで「わからない」が 15.6%であった。 

＜その他の主な内容＞ 
・「リフォームか建て替えを検討中」、「引越予定」など。 

大変満足
21.3%

やや満足
55.7%

やや不満
17.5%

とても不満
5.5%

n=623

現在の住宅に住み続けたい
58.3%

５年以内には、家を売却する予定
0.3%

今は住み続ける予定だが、将来には
家の売却を予定している

14.6%

家を売却したいが、できな
い理由や問題等がある

1.6%

将来は子ども等への相続
を検討している

7.8%

わからない
15.6%

その他
1.9%

n=630
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（問 16～問 18 は、問 15で「５年以内には、家を売却する予定」・「今は住み続ける 
予定だが、将来には家の売却を予定している」・「家を売却したいが、できない理由や 
問題等がある」と回答した方） 

問 16 住み替えを予定している市町村（一つだけ選択） 
・住み替えを予定している市町村については、「未定」が 57.4％で最も多く、次いで「恵庭
市外」が 28.7%であった。また「恵庭市外」の具体的な住み替え予定先については、札幌
市（60.0％）や苫小牧市（10.0％）が多い。 

＜年齢別の回答＞ 
・回答がなかった「10 歳代」以外は、どの年代も回答の約半数ほどは「未定」であった。 

未定
57.4%

恵庭市内
13.9%

恵庭市外
28.7%

n=101

札幌市
60.0%

苫小牧市
10.0%

北広島市
5.0%

江別市
5.0%

千歳市
5.0% その他

15.0%

n=20

１０歳代 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代
７０歳代
以上

未記入 総計

未定 0 2 1 12 11 20 12 0 58
恵庭市内 0 0 0 3 2 2 7 0 14
恵庭市外 0 3 1 4 7 8 5 1 29
未記入 0 0 0 0 1 0 2 0 3
総計 0 5 2 19 21 30 26 1 104

＜恵庭市外の具体的な 
住み替え予定先＞ 
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問17 住み替えを予定している住宅の種類（一つだけ選択） 
・住み替えを予定している住宅の種類については、「持ち家（一戸建住宅）」が 24.0％で最も
多く、次いで「サービス付き高齢者向け住宅」が20.8%であった。 

＜その他の主な内容＞ 
・「未定」、「車（バンライフ）」など。 

＜年齢別の回答＞ 
・回答がなかった「50 歳代」の回答では、「民間賃貸マンション、アパート」の希望が 20%
程度あったが、「60 歳代」「70 歳代以上」では割合が下がり、代わりに「有料老人ホーム
などの福祉施設」の回答割合が上がった。 

持ち家（一戸建住宅）
24.0%

持ち家（マンション）
8.3%

民間賃貸マン
ション、ア
パート
16.7%

公営住宅
9.4%

サービス付き高齢者
向け住宅
20.8%

有料老人ホーム
などの福祉施設

11.5%

子どもと同居
2.1% その他

7.3%

n=96

１０歳代 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代
７０歳代
以上

未記入 総計

持ち家（一戸建住宅） 0 3 0 5 4 5 5 1 23
持ち家（マンション） 0 0 0 1 3 2 2 0 8
民間賃貸マンション、アパート 0 1 1 5 5 3 1 0 16
公営住宅 0 0 0 0 2 3 4 0 9
サービス付き高齢者向け住宅 0 0 0 4 5 7 4 0 20
有料老人ホームなどの福祉施設 0 1 0 1 0 5 4 0 11
子どもと同居 0 0 0 0 0 1 1 0 2
その他 0 0 1 1 1 2 2 0 7
未記入 0 0 0 2 1 2 3 0 8
総計 0 5 2 19 21 30 26 1 104
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問18 住宅の売却における困りごと（すべて選択） 
・住宅の売却に際して、困っていることは、「自分の住み替え先の目途がついていない、わ
からない」が 55と最も多く、次いで「売却の手続きや費用がいくらかかるかわからない」
が 28 であった。 

[ 

＜その他の主な内容＞ 
・「予定なので、まだわからない」、「当面困っていることはない」など。 

9

28

17

55

14

15

10

家財の処分に困っている

売却の手続きや費用がいくらかかるかわからない

解体費用や売却手続きにかかる費用が高額だと知ってためらっている

自分の住み替え先の目途がついていない、わからない

家のことについて、子どもなどに相談していない

不動産の専門家へ相談したいがどこにいってよいか分からない

その他

0 10 20 30 40 50 60

n=830
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5）恵庭市公式アプリ「えにわっか」について 

問 19 「えにわっか」の認知度（一つだけ選択） 
・「えにわっか」を知っているかについては、「知らない」が 86.0%、「知っている」は 14.0％
であった。 

問 20 「えにわっか」で使っている・使いたい機能（三つまで選択） 
・「えにわっか」で使っている・使いたい機能については、「夜間・休日急病診療」が 287 と
最も選ばれ、次いで「ごみ」が 255であった。 

知っている
14.0%

知らない
86.0%

n=833

111

190

63

187

145

255

67

161

287

44

えにわ満喫ナビ

観光サイト・スポット情報

HP・広報・SNS

イベント情報

行政手続検索

ごみ

公共施設

防災

夜間・休日急病診療

健康・子育て

0 50 100 150 200 250 300 350

n=830
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問21 「えにわっか」に追加してほしい機能（三つまで選択） 
・「えにわっか」に追加してほしい機能については、「災害等の通信障害時でも防災ガイドブ
ックや防災マップ（PDF）が見られる機能」が 211 と最も選ばれ、次いで「各機能と連
動し店舗等で利用できるポイント機能」が 179 であった。 

＜その他の主な内容＞ 
・「「えにわっか」を知らない」、「高齢者には難しい、理解できない」など。 

問 22 「えにわっか」への意見（自由回答） 
・「えにわっか」への意見については、「エコバスの時刻表」や「市内のイベント周知」、「災
害・除排雪情報」などの情報提供に関する要望意見が多数あった。また、「スマホを持っ
ていない」や「アプリ操作は難しい」などアプリの利用の難しさに関する意見も複数回答
があった。 

179

151

148

101

211

103

56

44

83

76

138

62

11

各機能と連動し店舗等で利用できるポイント機能

ごみ収集日の通知機能（燃えるゴミ・燃えないゴミ・資源ゴミ）

現在地からAED、避難所の場所を検索、ルート表示する機能

現在地から市内無料wifiスポットの場所を検索、ルート表示する機能

災害等の通信障害時でも防災ガイドブックや防災マップ（PDF）が見られる機能

道路の破損箇所の通報やボランティア袋の回収などを市へ通知できる機能

市役所で行っている子育て相談や検診、イベント等の参加が予約できる機能

恵庭スキー場やスケート場等の開設状況が分かる機能

町内会回覧板で配布されている資料の閲覧・保存できる機能

市役所以外の団体・店舗等からも各種イベントやお知らせを通知できる機能

災害時等のラジオ放送内容を文字として表示される機能

健康管理や自らの目標達成に応じてポイントが付与される機能

その他

0 50 100 150 200 250

n=830
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6）住宅防火について

問23 同居の家族（一つだけ選択） 
・ 同居の家族については、「二世代（子又は親と同居）」が 48.7％で最も多く、次いで「配
偶者と二人暮らし」が 31.2%であった。 

＜その他の主な内容＞ 
・「同棲」、「兄弟」など。 

＜年齢別の回答＞ 
・「10 歳代」から「50歳代」までは「二世代（子又は親と同居）」が回答の過半数を占め、 
「60 歳代」「70 歳代以上」は「配偶者と二人暮らし」が回答の多くを占めた。 

一人暮らし
13.6%

配偶者と二人暮らし
31.2%

二世代（子又は親
と同居）
48.7%

三世代又はそれ
以上
3.4%

その他同居者
3.1%

n=831

１０歳代 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代
７０歳代
以上

未記入 総計

一人暮らし 1 9 15 13 22 22 30 1 113
配偶者と二人暮らし 0 6 12 15 37 100 89 0 259
二世代（子又は親と同居） 14 30 61 102 75 65 55 3 405
三世代又はそれ以上 1 3 3 4 3 7 6 1 28
その他同居者 0 6 3 4 6 4 3 0 26
未記入 1 2 1 0 1 2 4 0 11
総計 17 56 95 138 144 200 187 5 842



42 

問24 居住する住宅への住警器の設置（一つだけ選択） 
・ 居住する住宅への住警器の設置については、「設置済」が 79.2％で「未設置」の 20.8％
を上回った。 

（問 25～問 27 は、問 24で「設置済」と回答した方） 
問 25 恵庭市火災予防条例で定める場所への住警器の設置（一つだけ選択） 
・ 居住する住宅の恵庭市火災予防条例で定める場所への住警器の設置については、「全て設
置済」が 65.3％、「一部設置済」が 34.7%であった。 

設置済
79.2%

未設置
20.8%

n=831

全て設置済
65.3%

一部設置済
34.7%

n=654
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問26 住警器の設置年数（一つだけ選択） 
・ 居住する住宅の住警器の設置年数については、「5年以上 10 年未満」が 35.9％で最も多
く、次いで「10年以上 15 年未満」が 28.3%であった。 

問 27 住警器の点検（一つだけ選択） 
・ 居住する住宅の住警器の点検の有無については、「ない」が 62.0％、「ある」が 38.0％で
あった。 

５年未満
23.1%

５年以上１０年
未満
35.9%

１０年以上１５年
未満
28.3%

１５年以上
12.7%

n=637

ある
38.0%

ない
62.0%

n=650



44 

（問 27で「ある」と回答した方）
問28 住警器の交換（一つだけ選択） 
・ 居住する住宅の住警器の交換の有無については、「ない」が 59.2％、「ある」が 40.8％で
あった。 

（問 28 で「ある」と回答した方） 
問 29 住警器を交換した理由（一つだけ選択） 
・ 住警器を交換した理由ついては、「住警器の電池が切れ、お知らせアラームが鳴ったから」
と「住警器を設置してから年数が経過したから」がどちらとも 34.7％で最も多かった。 

＜その他の主な内容＞ 
・「管理会社から交換の案内がきたから」、「定期的に交換している」など。 

ある
40.8%

ない
59.2%

n=245

点検で故障・
電池切れがわ
かったから
19.4%

住警器の電池が切
れ、お知らせアラー
ムが鳴ったから

34.7%

住警器を設置して
から年数が経過し

たから
34.7%

その他
11.2%

n=98
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（問 27で「ない」と回答した方） 
問 30 住警器を点検しない理由（一つだけ選択） 
・ 住警器を点検しない理由については、「知らなかった」が 28.6％で最も多く、次いで「や
り方がわからない」が 25.8%であった。 

＜その他の主な内容＞ 
・「借家のためわからない」、「引っ越してきて 2 年で、新しいと思っている」など。 

（問 24 で「未設置」と回答した方） 
問 31 住警器を設置しない理由（一つだけ選択） 
・住警器を設置しない理由ついては、「知らなかった」と「設置費用の負担が大きい」がど
ちらとも 27.2％で最も多かった。 

＜その他の主な内容＞ 
・「アパートなのでわからない」、「以前は設置していた」など。 

知らなかった
28.6%

やり方がわから
ない
25.8%

点検が面倒だ
4.9%

まだ必要ないと
思った
21.2%

まだ新しい
12.3%

その他
7.2%

n=391

知らなかった
27.2%

設置費用の負担が大
きい
27.2%

必要性がわからない
（効果がわからない）

12.3%

取付が面倒だ
（できない）
19.8%

スプリンクラー、
自動火災報知設備
等を設置している

2.5%

その他
11.1%

n=162
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問32 住警器の設置・交換の補助制度があれば利用するか（一つだけ選択） 
・ 住警器の新規設置・交換の費用を補助する制度があれば利用したいかについては、「はい」
が 75.0％で最も多く、次いで「わからない」が 20.7%であった。 

問 33 住警器の取付代行制度があれば利用するか（一つだけ選択） 
・ 住警器の取付作業を代行する制度があれば利用するかについては、「はい」が 53.9％で
最も多く、次いで「わからない」が 27.8%であった。 

はい
75.0%

いいえ
4.3%

わからない
20.7%

n=768

はい
53.9%

いいえ
18.3%

わからない
27.8%

n=770
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問34 住警器の設置率を向上させる取り組み（三つまで選択） 
・ 住警器の設置率を向上させるためにはどのような取り組みが必要だと思うかについては、
「設置費用の補助制度」が 656と最も選ばれ、次いで「取付作業の代行制度」が 430 で
あった。 

＜その他の主な内容＞ 
・「管理会社・大家さんに確認してほしい」、「個別巡回点検の実施」など。 

問 35 住警器の効果的な情報提供方法（三つまで選択） 
・住警器に関する情報提供について、どのような方法が効果的だと思うかについては、「広 
報えにわ」が 686 と最も多く、次いで「町内会・自治会の回覧板」が 405であった。 

＜その他の主な内容＞ 
・「フリーペーパー」、「チラシの配布」など。  

686

334

96

405

261

24

広報えにわ

恵庭市ホームページ

恵庭市公式SNS

町内会・自治会の回覧板

新聞・地域情報誌

その他

0 100 200 300 400 500 600 700 800

n=830

656

430

148

200

211

208

18

設置費用の補助制度

取付作業の代行制度

効果があった事例の情報提供

設置が必要な場所の情報提供

購入できる場所の情報提供

取付方法の情報提供

その他

0 100 200 300 400 500 600 700

n=830
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７）その他 

問 36 市政全般への意見（自由回答） 
・ 市政全般に関する自由意見については、421 件の回答が得られ、大分類で 12 分類、
小分類で 44分類して集計を行った（内容が多岐なものは複数回答として処理）。 

・ 大分類では「その他」を除くと、「除排雪・道路状態の改良について」の意見が 68件
と一番多く、次いで「市政全般について」の意見が 54 件と多かった。 

・ 大分類で一番多かった「除排雪・道路状態の改良について」の中では、小分類「除排
雪」に関する意見が 30件と多かった。 

・ 大分類で二番目に多かった「市政全般について」の中では、小分類「市政」に関する
意見が 37 件と多かった。 
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市政全般に関する意見の分類表 
大分類 小分類 大分類 小分類 

1
駅前開発・まちづ

くりについて 

1 まちづくり 

8

観光・特産品・資

源について 

23 観光振興 

2 駅前開発 24 道の駅 

3 商業施設 25 特産品 

2

駅の改良・交通の

利便性向上につい

て 

4 駅 26 花のまち 

5 交通 27 自然環境 

6 バス 

9

施設の拡充につい

て 
28

娯楽・スポーツ施

設 

3
除排雪・道路状態

の改良について 

7 除排雪 29 公園 

8 道路状態 30 図書館 

4
福祉・医療費・病

院の充実について

9 福祉 31 公共施設 

10 医療費 

10

市政全般について 32 市政 

11 病院 33 市役所職員 

5

ゴミ処理・衛生に

ついて 

12 ゴミ（収集日） 34 市役所庁舎 

13 ゴミ（分別） 35 保健センター 

14 ゴミ（ゴミ袋） 36 事業 

15 ゴミ（その他） 37 雇用促進 

16 衛生 
11

防犯・防災につい

て 

38 防犯対策 

6
子育て・教育環境

について 

17 子育て支援 39 防災対策 

18 学童保育 

12

その他 40 自衛隊 

19 教育 41 水道 

7
コミュニケーショ

ン活動について 

20 イベント 42 モラル・マナー 

21 町内会 43 本アンケート 

22 情報発信 44 その他 
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市政全般に関する意見の分類結果 

31
9
6

16
36

4
16
16

68
52

16
35

17
6
12

42
6

2
17

8
9

26
22

0
4

34
9

4
21
21

1
5
2
6
7

28
5

13
3
7

54
38

6
2
3
4
1

19
6

13
27

1
3
8
9
6

0 20 40 60 80

駅前開発・まちづくりについて
まちづくり
駅前開発
商業施設

駅の改良・交通の利便性向上について
駅

交通
バス

除排雪・道路状態の改良について
除排雪

道路状態
福祉・医療費・病院の充実について

福祉
医療費
病院

ゴミ処理・衛生について
ゴミ（収集日）
ゴミ（分別）

ゴミ（ゴミ袋）
ゴミ（その他）

衛生
子育て・教育環境について

子育て支援
学童保育
教育

コミュニケーション活動について
イベント
町内会

情報発信
観光・特産品・資源について

観光振興
道の駅
特産品

花のまち
自然環境

施設の拡充について
娯楽・スポーツ施設

公園
図書館

公共施設
市政全般について

市政
市役所職員
市役所庁舎

保健センター
事業

雇用促進
防犯・防災について

防犯対策
防災対策
その他
自衛隊
水道

モラル・マナー
本アンケート

その他

（件）

◼：大分類 ◼：小分類


